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大学等コアリションとは

正式名称：「カーボン・ニュートラル達成に貢献する
大学等コアリション」

文部科学省・環境省・経済産業省が2021年７月に
設立したプラットフォーム

参加機関：179機関（2022年１月現在）※他に協力機関等12

 ５つのワーキンググループ設置

ゼロ・カーボン・キャンパスWG

人材育成WG

地域ゼロカーボンWG
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 イノベーションWG

 国際貢献WG

https://uccn2050.jp/

https://uccn2050.jp/


人材育成WGにおける取組
幹事大学：東海大学、三重大学、宮城大学

構成員は主に教員・研究者

参加機関：78機関（2021年10月現在）

当面の活動目標：

カーボンニュートラル達成に必要な人材像・育成
方法の整理・検討

大学間連携での共同教育プログラム・教材開発

直近の活動状況：

事例共有に向け、構成員へのアンケート調査

テーマ別の事例共有会等を実施中
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発表例（東海大学）

事例共有会
に90名以上
が参加



自然エネルギー大学リーグ「学生会員」

大学の自然エネルギー100％化を進めたい
学生が加入

 「学生会員」の意義（大学側にとって）

省エネの実践：キャンパスで生活をするス
テークホルダーである学生の理解・巻きこみ

設備投資の意義づけ：教育効果等を加味

会費の代わりに「決意表明文」を提出

会員数：36人（2022年１月現在）
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“リーグに期待すること”ワードクラウド

※“交流”“繋がり”への強い期待。
※学生同士のみでなく教職員との繋
がりができることに期待する声も。
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自然エネルギー大学リーグ「学生会員」つづき

 主な活動状況

 2021年８月にオンライン顔合わせ会を開催し、
事例の共有やアイディア出し

 インスタでの情報発信

 「学生活動マップ」作成に向けアンケート調査
を実施中

 月に１～２回、コアメンバーや全体での打ち合
わせ
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2021.8.13 顔合わせ
&アイディア出し会
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“学生活動マッピング”イメージ



例１）学生活動開始事例（東京外大）
リーグ立ち上げ時、講義にて学生会員を募集

林佳世子学長との意見交換を経て、組織化

＝（「たふえね」として活動開始。メンバー拡大。）

施設管理の方からもエネルギー関連データを頂くな
ど連携関係

主な活動状況

学生広報主催の“SDGs座談会”への参加

メンバー学生がデザインしたステッカー貼付

地域のボランティア団体プラットフォームとの意見交換
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シリーズ「#SDGs×東京外大」第1回「SDGsクロストーク」

https://wp.tufs.ac.jp/tufstoday/students/21121001/

ステッカー貼付

https://wp.tufs.ac.jp/tufstoday/students/21121001/


例１）学生活動開始事例（東京外大）つづき

大学のカーボン・ニュートラル計画に位置づけ。
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http://www.tufs.ac.jp/abouttufs/outline/eco.html

http://www.tufs.ac.jp/abouttufs/outline/eco.html


例２）学生交流事例（CUC x 慶応義塾大学）
 リーグ学生会員である慶応義塾大学学生の希望で、SONEとの意見交換会を実施

千葉商大に来校し、屋上PVパネルの見学も（施設管理の方から説明）

 SONEから活動状況を発表し、質疑・意見交換
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